


















野 島 啓 一
野 島 啓 一
．
を名詞と考えた場合、例 、例 が示す通り代名詞の範疇では「人称」「数」に関して
統語的な反映として活用することである。 一方、 を含む動詞の場合、例 、例 、例
が示すように、「人称」「数」に関して統語的な反映はない。しかも、 は主語の機能をもつ
名詞句と照応関係がないのみならず、それを含む表現単位ではその に対しては目的語的な






























































































ベスト ブライテスト ・ハルバースタム サイマル出版会
自己弁護 「日本人論者」でないと自己弁護しているのが実情である。
日本文化は異質か 浜口恵俊 出版
自己弁護 自己弁護して、 ボスのなかのボス 大貫？ 扶桑社
自己紹介 自己紹介した後 日本の陰謀 ドウス昌代 文芸春秋
自己紹介 自己紹介し、 非言語コミニケーション 石丸正 新潮社
自己表現 自己表現するようなこと 日本経済新聞 面
自己点検 「自己点検」するように指示した。 毎日新聞 面






















らない。 意識とは何か 芋坂直行 岩波書店
自己規制 いわば、訓練され自己規制された想像力と創造性という、





















































































































自己完成 人間として自己完成できるのだと信じる ユダヤ人 サイマル出版会
自己矛盾 自己矛盾していることに気づく。
日本文化は異質か 浜口恵俊 出版































































































メイ・ ・ナカノ 『日系アメリカ女性』 サイマル出版会
中村保男 『翻訳の技術』 中公新書
西垣通 『インターネットの五年後』 カッパブックス
浜口恵俊 『日本文化は異質か』 出版
ハロラン・茉美子 『ホノルルからの手紙』 中公新書
スチーブン・ピンカー 『言語を生み出す本能』（上）（下） ブックス
本田靖春 『ロサンゼルスの日本人』 学研
「自己」で始まる四字動詞の分析
椋田直子訳 『コンピュター言語進化論』 アスキー出版局
村上由美子 『アジア系アメリカ人』 中公新書
山本七平 『「空気」の研究』 文芸春秋
菅野盾樹 『メタファーの記号論』 頸草書房
山本明 『日本のマスコミュニケーション』
『ユダヤ人』 サイマル出版会
大貫 『ボスのなかのボス』 扶桑社
日本経済新聞
毎日新聞
